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埼
玉
の
平
野
部
を
横
断
し
、
荒
川
の
渓

谷
沿
い
か
ら
秩
父
盆
地
の
奥
地
ま
で
走
行

す
る
秩
父
鉄
道
（
秩
鉄
）。
行
楽
シ
ー
ズ
ン

の
週
末
に
は
、
蒸
気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
パ
レ
オ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
運
行
し
、「
撮
り
鉄
」

や
「
乗
り
鉄
」
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

も
と
は
、
明
治
三
十
二
年
設
立
の
上じ

ょ
う
ぶ武

鉄
道
が
前
身
で
、
同
三
十
四
年
に
熊
谷

－

寄
居
間
が
開
業
。
当
時
は
養
蚕
や
製
糸
業

（
秩
父
銘
仙
）
の
盛
ん
な
の
に
加
え
て
、

武ぶ
こ
う
さ
ん

甲
山
の
石
灰
石
鉱
床
の
存
在
が
注
目
さ

れ
、
初
代
社
長
の
柿
原
萬
蔵
ら
地
元
大
宮

郷
の
有
力
者
の
力
添
え
も
あ
っ
て
、
同

三
十
六
年
に
寄
居

－

波は

ぐ

れ

久
礼
、
同
四
十
四

年
に
藤
谷
淵
（
後
に
宝ほ

ど

さ

ん

登
山
と
改
称
、

現
・
長
瀞
）
ま
で
延
伸
。
大
正
三
年
、
宝

登
山

－

大
宮
間
開
業
。
大
正
五
年
に
は
大

宮
町
が
秩
父
町
（
現
・
秩
父
市
）
と
な
っ

た
直
後
に
、
秩
父
鉄
道
と
改
称
。
翌
六
年

に
影か

げ
も
り森

ま
で
。
さ
ら
に
七
年
に
は
武
甲

（
貨
物
駅
）
ま
で
の
支
線
を
開
業
し
て
い

る
が
、
旧
浅
野
セ
メ
ン
ト
（
現
・
秩
父
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
）
採
掘
現
場
の
最
寄
り
駅

だ
っ
た
こ
と
が
、
大
正
十
一
年
八
月
作
画

文
・
藤
本
一
美
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の
本
図
で
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
行ぎ

ょ
う
だ田

－

熊
谷
を
開
業
し
た
同
年
、
羽は

に
ゅ
う生

－

行
田
ま

で
の
北ほ

く

ぶ武
鉄
道
を
吸
収
合
併
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
記
念
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
初
三
郎
の
「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」

に
よ
れ
ば
、
大
正
天
皇
第
二
皇
子
に
秩
父

宮
の
宮
号
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
に
、

と
い
う
こ
と
だ
が
。

な
お
、
赤
の
破
線
で
図
示
の
未
成
線
は

昭
和
五
年
に
は
白し

ろ

く久
の
先
の
三
峰
口
ま
で

延
伸
し
、
全
通
し
て
い
る
。

炎
暑
の
中
の
現
地
踏
査
で
決
め
た
大
胆

な
構
図
は
（
東
京
・
鮫さ

め

ず州
の
画
室
利
用
）、

北
側
上
空
か
ら
の
視
点
で
、
大
正
期
の
画
風

だ
。
眼
下
、
左
に
東
京
や
熊
谷
、
秩
父
鉄
道

本
社
屋
。
遠
景
に
大
き
な
富
士
山
を
、
中

央
左
右
に
は
荒
川
の
流
れ
と
ス
ポ
ン
サ

ー
の
赤
く
太
い
秩
父
鉄
道
路
線
が
目
立
つ
。

秩
父
の
象
徴
・
武
甲
山
や
名
勝
長
瀞
の

岩
畳
、
宝
登
山
神
社
、
右
奥
に
三
峰
神
社

の
境
内
図
を
配
置
し
、
旧
表
参
道
の
参
詣

路
は
克
明
な
描
写
で
あ
る
。
三
峰
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
は
昭
和
十
四
年
開
業
（
現
・
廃

止
）
な
の
で
図
化
さ
れ
て
い
な
い
。
三
峰

奥
社
の
妙
法
ヶ
嶽
や
背
後
の
白
岩
嶽
、
雲

採
嶽
（
現･

雲
取
山
）
の
霊
峰
三
山
が
三

峰
の
起
こ
り
と
か
。

つ
い
で
だ
が
『
上
武
鉄
道
沿
線
遊
覧
案

内
』（
大
正
三
年
）
と
『
創
立
百
十
周
年

記
念
乗
車
券
』（
平
成
二
十
一
年
）
は
好

資
料
で
あ
る
。
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　埼玉県北部、埼玉を代表する「長瀞・秩父」を走る「秩父本線（秩父
線）」と、貨物専用線の「三ヶ尻線」を持つ秩父鉄道。２路線を合わせた営
業キロ数は79.3㎞で、地方民鉄有数の路線長を誇っている。また、直営の
「長瀞ラインくだり」は大正時代からの歴史を持っており、開業以来、長瀞
渓谷や宝登山の観光振興に貢献している。
　都心から一番近い蒸気機
関車として人気の「ＳＬパ
レオエクスプレス」は、昭
和63年に運行を開始。秩
父本線熊谷駅－三峰口駅間
の56.8㎞をおよそ２時間
30分かけて走行する。毎
年３月中旬から12月初旬
の期間中、土日祝日を中心
に、学校の長期休暇中には
平日にも運行しており、車
窓に広がる絶景を楽しむ観
光客で賑わっている。

埼玉を代表する観光地「長瀞・秩父」。
蒸気機関車「ＳＬパレオエクスプレス」が人気。
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